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 本修士論文は、概念としてのシンクレティズムを捉え直し、インド・シッキム州における
シンクレティックな民俗宗教を事例から、概念として「再興」する試みを行ったものである。 
まずⅡ章において、これまでのシンクレティズムに関する議論を追うことでその批判と
問題点を整理した。それを踏まえ、「雑種性は純粋性に先立つ」ことと「民俗宗教における
混淆的な基盤」という視点から、そのような雑種性には、先行研究で言われているような競
合や対立を生み出す「純粋な」宗教カテゴリーは存在せず、むしろそこにこそ民俗宗教の混
淆的な基盤があると論じ、これまでのシンクレティズム批判を乗り越えるための視点を提
示した。さらに、シンクレティズムにおける混淆性を、「基盤的な混淆性」、「上からの混淆
性」、「下からの混淆性」の 3 つに分類したうえで、特に最後の「下からの混淆性」に注目
し、「民俗宗教において大宗教から見て矛盾する宗教実践が、両者の力の差が存在するなか
で、異質なまま共存している状況およびその共存を可能にしている考え方」という新しいシ
ンクレティズムの概念を提起した。 
このような新しい視点のもと、インド・シッキム州の民俗宗教において、現地の人々が
異質と考える複数の宗教が共存している状況をシンクレティズムと捉え、それについての
民族誌的記述をⅢ章とⅣ章で取り上げて考察を行った。シッキムの民俗宗教では、相矛盾
するとされる宗教（シャーマン的実践と仏教）が、動物供犠の要請と禁止という二律背反
的な葛藤や矛盾を抱えつつも共存している。このような状況を具体的に説明するために、
シッキムにおける民族やその歴史、宗教について概説した後、そのような共存状態を示す
事例として、レプチャのゾング地区とブティアのティンチム村落における具体的な宗教実
践についての事例を、民族誌的記述から取り上げた。 
そしてこの事例を手掛かりに、シンクレティズムのどのような側面が、シッキムの民俗宗
教における異質な宗教の共存を可能にしているのかということについて、Ⅴ章で考察した。
具体的には、シンクレティックな民俗宗教における「ちぐはぐさの肯定」と「斜線」という
側面に注目して論を進めた。シッキムの民俗宗教において異質とされる宗教が共存可能に
なっているのは、大宗教にとっての不整合が民俗宗教では当然のこととして肯定的に捉え
られているという「ちぐはぐさの肯定」という側面と、他のトライブの治療儀礼を、その異
質性をそのままに、つまり自分たちによる意味づけ抜きに繋げているような実践である「斜
線的なやり方」によるものだと結論付けた。加えて、シンクレティズムは、ブリコラージュ
におけるような「分析」や「綜合」を欠いたものであり、そのような意味で両者概念の差異
化をすることができることも論じた。 
Ⅵ章おわりにでは、これまでの議論をまとめたうえで、このようなシンクレティズムの新
しい視点は、「異なる宗教を信仰している人々がどのように共存しているのか」、あるいは、
「なぜ宗教対立が起こるのか」という議論にまで拡大が可能なものであるという指摘も行
った。 
 
